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教科 ・ 領域等 理科 

授業タイトル・単元名等 化学反応式・係数のつけかた 
対 象 学 年 第１学年 
実 施 場 所 普通教室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＣＴ活用授業の内容 

授業のねらい 
化学反応式の理解には、反応前の物質（反応物）が反応後の物質

（生成物）に変化する様子を動画的に提示することが、助けに

なると考えられる。本授業では化学反応式の係数と、反応式中

の分子式を、視覚的に提示することにより、生徒の理解の定着

を図る。 
 
授業の流れ 
・分子のモデル図を、スクリーンに投影し、それらのモデル図が、

化学反応式ではどのように表現できるか板書で示す。 
・化学反応のモデル図を動画で提示し、それを反応式で表したの

を板書する。必要に応じて同じ動画を数回リピートする。 
・化学反応式とモデル図の比較により、反応の前後で原子数の変

化していないことを視覚的に理解する。 
・係数を付ける手順の例を、プレゼンテーションソフトで作成し

たアニメーションで提示し、練習問題を行なった後、解答をプレ

ゼンテーションソフトで動画的に説明する。 
 
ＩＣＴ活用のねらいと授業での位置づけ 
化学反応式では「反応物」と「生成物」という違った時間の物質

の状況を同時に表現している為、過不足のある反応等、化学反応

式のやや進んだ問題を考える際に混乱が生じる場合がある。プレ

ゼンテーションソフトのアニメーションを使用することにより、

板書による、固定的な表現では伝えづらい内容をより明確に理解

させることを目指す。 
 

活用する ICT メディア パソコン・プロジェクター・スクリーン（磁石で黒板に張り付く

もの） 

活用するコンテンツ等 自主制作のプレゼンテーション 
 

 


